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は じ め に

朴 宣 美

]878 年 に 鈷 成 さ れ た ア メ リ カ 南 部 メ ソ シ ス ト 1監 督 教 会 洵 外 女 1’!「 1公 氾 協 会 (Woman 's Foreign 

Missionary Society, M叫1odist Episcopal Church, South、 以 ド 、 略 し て WFMS-S と 』‘ "じ ） ＇ は 、 1 |1 |k| 

( 1878 年 ） と 1-1 本 0889 イト ） に 遅 れ て 、 1897 年 に 朝 鮮 に キ ャ ン ベ ル (J . P. Campbel l ) を 派逍 し た 。
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ア メ リ カ 南部 メ ソ ジ ス ト
監督教会海外女性伝道協
会 の 朝 鮮宣教地域

ハ ン ソ ン キ ョ ン ソ ン

詞 年 に 漠 城 （ 後 に 見 城へ ） に ス テ ー シ ョ ン を 聞 い て 以 来 、 WFMS-S
ケ ‘ノ ン ，，9 す ン サ ン チ ュ ン チ ョ ン —i- 99 )!， •'， . ン

は 、 開 城 ( 1 899 年 ） 、 ）し 1J1 0901 一年 ） 、 春 J I I 091 」・ イ1
―

頃 ） 、 鐵 ）j；[ （l 920 

年 頃 ） へ と 、 木 婚 の 女 刊 官 教 帥 を 送 り 続 け 、 女[- 教 行 、 1仄 療 訊 動 、

婦 女 ・ 了 ど も へ の に 道 活動 な ど を わ っ た 2
0 

本 研 究 は 、 WFMS-S に よ っ て il,Jl i絆 で 丈 施 さ れ た 女 」＇教 行 の 丈 態

に つ い て 明 ら か に す る も の で あ る 。 当 1月 、 朝 舟手 に お け る 6 人 プ ロ

テ ス タ ン ト 教 派 3 に よ っ て 実 施 さ れ た 女 子教 育 や 、 叫 箇総督）行 に よ

る 女 子 教 育 （ 中 等 教 育 を 中 心 に ） の 状 況 を 検 討 し つ つ 、 WFMS-S

に よ る 女 子 教 育 の 内 実 を 分 析 す る 。 ま た 、 本 研 究 で は 、 WFMS-S

女 ‘|·!上直 教 師 の 女 子 教 育 に 関 す る 考 え は も と よ り 、 彼 女 た ち の 学 歴

な ど を 調 査 し 、 朝 鮮 に お け る 女f 教 育 の 粋 及 は 、 ア メ リ カ に お け

る 女 子 教 育 の 発 展 と い か に 結 びつ い て い る も の か を 論 じ る 。

朝 鮮 に お け る WFMS-S の 女［教 育 活 動 に つ い て は 、 あ ま り 1計 究
イ ド ク ジ ュ

さ れ て こ な か っ た 。 WFMS-S の 活 動 を 通 史 的 に 分 析 し た 李 徳 周 の

研究 の Iい で ' 、 WFMS-S が 1開 設 し た 女 •f学校 に つ い て 取 り 上 げ ら れ た 。 し か し 、 そ こ で WFMS-S に

よ る 女 ［ 教 育 活 動 の 実 想 や 怠 味 が1分 に 論 じ ら れ な か っ た 。

本 研 究 で は 、 WFMS-S がfl」 行 し た 樅 関 紙 で あ る Woman 's Missionaiy Advocate ( 1 880- 1 9 1 0 ) と

そ の 後 坊 て あ る The Missionary Voice ( 1 9 1 1 - 1 932) を 川 い て 分析 を 和 う 。 ま た 、 WFMS-S の 年 次

恨 ？i 1り しAnnual Report of the Wo叩．an 's Foreign Missionary Society of the Methodist EJ;iscopal Church, 
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South , 1897 - 1909 ; Annual RejJort of the Woman 's Missionary Co材ncil of the Methodist E加scopal Church, 

South , 19 10- 1937． 欠 巻 あ り ） や、 ユ ナ イ テ ソ ト メ ソ ジ ス ト 教 会 (the United Methodist Church) の

アー カ イ ブ ＆ ヒ ス ト リ ー ＇に所蔵 されて いる宜 教 師 た ち の個 人 フ ァ イ ル (Microfi lm Edition of the 

Mission Biographical Reference fi les ,  1880s- 1969. フ ァ イ ルには 書信、 履歴書、 報告書、 l:i 記、 雑誌

記事な どが含まれて いる） 6、 朝鮮総督府の教 育 関 係 資 料な ど も 用 いて考察 する。

1 . 朝鮮 に お け る プ ロ テ ス タ ン ト 教派 に よ る女子教育

( 1 ) 女子初等教育の状況

ア メ リ カ 北部 メ ソ ジ ス ト り盗 督 教 会洵外女竹伝 道 協 会 (Woman' s Foreign Missionary Society of the 

Methodist Episcopal Church) は、 1885 年にス ク ラ ン ト ン (M. F. Scranton) を 朝 鮮 に 派 遣し、 彼
イ フ ァ

女 に よって翌 年 に 朝鮮における最 初の女子学校 （梨花学堂 ） が漢城 に 開 設 され た 。 それ以 降 、 欧

米のプ ロ テ ス タ ン ト教 派によって朝鮮へ送り 出 さ れた 女1生I-＿ 宣 教 師た ち は 、 それぞれの宣 教地域で

次 々 に 女子 教 育を始 め た 7
0 

ア メ リ カ 北 部 長 老 派 教 会 海 外 女 性 伝 道 協 会 (Woman ' s Foreign Missionary Society of the 
ジ ョ ン

Presbyterian Church, U.S.A.）の エ ラ ー ズ (A. ]. Ellers、 1886 年 に 派 遣 ） は、 1887 年 に 漢 城で 貞
ド ン

洞 女 学 棠 を 開 設した。 189] 年にオ ー ス ト ラ リ ア ・ ヴ ィ ク ト リ ア 長 老 派 教 会 (the Presbytenan 

Church of Victoria ,  Australia、 通称、 オ ー ス ト ラ リ ア長老派教会）の ヴ ィ ク ト リ ア長老 派教会女性

宣 教 連 合会 (Presbyterian Women's Missionary Union of  Victoria) から送り出 され た 3 人の女性宜
プ サ ン イ ル シ ン

教 師 (B. Menzies ,  ] .  Perry, M. Fawcett) は 、 1893 年 に 釜 Ill で 日 新 女 学 校 を 設 置 し た 。 1898 年 に

WFMS-S の キ ャ ン ベ ル に よ っ て漢城で カ ロ ラ イ ナ 学 堂 が開かれた。 カ ナ ダ 長 老 派教会女性伝道協

会 (Woman 's Missionary Society of the Presbyterian Church in Canada) は、 1 899 年 に フ ソ ト (E .
ジ ン ソ ン

Foote) を朝 餌 に送 り 、 彼 女は、 同 年、 元 山 で 女 子 教 育を 始 め た （後 に、 進 誠女 学 校 ） 。 最 後 に 、

ア メ リ カ 南 部 長 老 派 教 会 涌外伝 道 局 (The Executive Committee of Foreign Missions, Presbyterian 
ジ ョ ン ジ B ・タ キ ジ ョ ン

Church, U.S . )  s のテ イ ト (M. S .  Tate、 1892 年に派遣 ） は、 1902年に全 9}|1で紀 全 女 学校を聞いた。

こ の よ うに、 ］886 年 から 1902年 に か けて 、 欧米の プ ロ テ ス タ ン ト 教 派の女性宣 教 師た ち は、 朝

鮮で女 子 教 育を開始 したのである。

こう し て プ ロ テ ス タ ン ト 教 派 は 1 9 粧紀末か ら 植民地期を通し て 女 子 教 育 の一 端を担 っ た が、

その実施状況について朝 鮮 総 督 府 学 務 局 の調 査 から見て み よう。 当 局は 1915 年 に 朝鮮における

キ リ ス ト 教系 （ プ ロ テ ス タ ン ト や カ ト リ ソ ク などすべ て の教 派を含 む ） の初 等 ・ 中等 教 育 機関を

調 介 し た 。 その中 から女 子 初 等 教 育 機 関の地 域 的 分 布 ・ 学校 数 • 生 徒 数 ・ 教 師 数をま と めると、

く 表 l > の通 り で ある。

女 子 初 等 教 育 概 関 は 全 国 的 に 開 設 されて いる も のの、 京城府 ・ 京 畿 道 の 他、 キ リ ス ト 教が い ち
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早 く 浸透し た 朝鮮半島 の 北 部 （とりわけ平安南道や黄海道） に多 く 設置 さ れ、 女子／七徒 数 も 多 い 。

こ れ ら の地域 は ア メ リ カ 北 部 長 老 派 教会やア メ リ カ 北 部および南 部 メ ソ ジス ト 監 督 教 会 が主に活

動 し た とこ ろ で 、 女 子 教 育 の 牌 及 が進 ん だ 。

1915 年 現在、 キ リ スト教 系 の 女 子 初 等 教 育 機関 （ 女 子校と共学を 合 わ せて 101 校 ） に 在 籍 し

て い た 女子 生 徒 は 5,286 人で、 同 年 度 に 官公立 普 通 学 校 に 通ってい た 女 子 生徒 数 （合計 5,976 人、

く 表 2 >を参限） に比肩 する規模である。 しか し 、 キ リ ス ト 教系 の初 等 教 育機 関 は 、 教 会 に 付 設 さ

れ た も のが多 く 、 官公立普通学校 に 比 べ施設や 設備が不十 分であり、 資格を持 つ 教 師も不足した 。

く 表 1 > 朝鮮に お け る キ リ ス ト 教系女子初等教育の状況 (1 91 5 年度 ）

地域
学校数 教師数

生徒数
女 子 校 ）し; 学 ／」 ＼ 計 朝 鮮 男 子 日 本男 子 朝鮮女『 日 本 久 ―j’· /j \ i |→ 

京城府 6 2 8 2 l 20  4 1  6 4 9 

京畿道 1 4  4 1 8  44 45  2 9 1  1 ,403 

忠清北道 1 ］ l l 2 3 2  

忠 清 南 道 2 3 5 2 1  1 1 23  1 65 

全羅北道 2 2 8 8 1 1 5 

全羅南道 J 1 I 3 4 1 79 

艇 尚 北 道 l I 2 8 3 l 1 2  203  

脱 尚 南 道 1 I 3 3 223 

黄洵道 5 1 8  2 3  6 3  J O  7 3  549 

平安北道 1 1 1  1 2  3 1  6 37  339  

平 安 南 道 6 1 6  22  57  25  1 83  1 ,033  

t_、「原 道 3 I 4 8 3 1 1  1 04 

咸鏡北道 I 1 3 1 4 65  

咸鏡南道 l ］� 3 ］ 4 227  

合 計 4 1  6 0  1 0 1  272  1 1 1 9 4 396  5 , 286  

注 ］ ． プ ロ テ ス ク ン ト や カ ト リ ソ ク な ど、 当 時、 朝 鮮 で女子教育 を 実施 し た す べ て の キ リ ス ト 教 派 を 含 む 。

注 2 : 高等科 （ 中 等教 育 ） と 初 等科が設耀 さ れ て い る も の の 、 初 等科 に の み 在 籍 者 が い る 場合 、 初 等教育機関 と し て 見

な す 。 し か し 、 両 方 に 在籍 者 が い る 場合 、 中 等教育機関 と し て 集 計 し 、 教 師数 も 中 等教育機関 に 含 む。

出典 ． 朝鮮総督府 内務部学務局 f朝鮮人教育私立学校統計要覧』 1 9 1 6 年 （ 渡部学 ・ 阿 部 洋編 r 日 本植民地教育 政 策 史

料 集 成 （朝鮮偏 ） 」 第 5 2 巻、 龍淡書舎、 1 989 年 に 所収） 。

く 表 2 > 朝鮮 に お け る 初 等 ・ 中 等教育機関 に お け る 女子生徒の状況 (1 91 5 年度）

教 育 機 関 生徒数

官 公立普通学校 5,976  
初 等

私立 （ 一 般） 普通学校 398 

中等
公 ・ 私 立 （ •一般）

477  
女 子 高 等 普 通 学 校

各種学校 一般 1 ,642  

（ 初 ， 中 等 レ ヘ ル ） 宗 教 系 ＊ 6 ,4 1 3  

＊ 非 キ リ ス ト 教 系 学校 も 含 ま れ て い る が 、 ほ と ん ど は キ リ ス ト 教 系 学 校 で あ る 。

出 典 ： 朝鮮総督府学務局 「朝鮮諸学校 一 覧」 ］ 9 1 8 年 （渡部学 ， 阿部洋編、 前掲盃、 第 5 3 巻 に 所 収 ） 。
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1920 年 代 以 降、 叫 鮒 総督J名］の初 吟 教 育 政 策 に よ り 、 設備 さ れた 公 立 蒋 迎 学 校 が 将 及し、 就学

率も 改 怜 さ れ てい く なか、 叫糾 人 は キ リ ス ト教 系 学 校 よ り、 公 立 学 校 への就学を選 ぶ 傾 向 にあっ

た。 そ れ で直 教I
9:iIiた ち は 教 育を通し て 及 ぼす 叫 鮮 人 • 朝鮮社 会 に対する 自 分た ち の影網力の低下

を危惧した。 し かし 、 1940 介こ代まで初 等 教 育 機関への女 子 児 菫の就学率 は 30％利 度 まで し か 」こ

が ら ない 1 11 9 、 オi1,. ！民地期 を 迎し て 女［ 初 等 教 育を初 っ た キ リ ス ト 教系の役割 は大きい。

( 2) 女 子 中 等教育の状況

次 に 、 キ リ ス ト 教 系 の女［ 中 等 教 行 に つ い て 検 詞し よ う 。 1915 礼 現 介、 忠 ‘i]『 南 北 追とi[ ）息 道

に は 設 附 さ れ ず、 ぶ〔 城！付 に 次 いで北部 に は 平安南 追 、 南 部 に は 慶 尚 南 道 に 多 く 開 設 さ れた。 合 叶

30 校 に 約 1,000 人の女子牛徒 が在籍した （ ＜ 衣 3 > を参照）。 上 記の く 表 2 >から分かる よ う に、

同 年 、 公 私 立 （ 一一 般） の女子 中 等 学校 （女子 高 等 許 通学校） に 在 籍した生徒 は 477 人であり、 そ

れ よ り 2 倍以卜の女子牛徒 は キ リ ス ト 教系の形佼で学 ん だ。

く 表 3 > 朝鮮 に お け る キ リ ス ト 教系女子中 等教育の状況 (1 91 5 年度 ）

学校数 教Ilili数
地賊 女 ［校 朝鮮切 f 牛徒数且学 バ＼ ＂ ： I• 1 1 本 リ）f• 朝鮮女 （ I I 本女 I'- J I ヽ ，ii

ボ城府 3 3 1 1  23 2 3 6  290 
京畿道 I 1 5 4 ］ ] 0 93 

忠消北道
忠清南道
，，ミ羅北道 2 2 4 8 l 1 3  3 5  
令羅南心 2 I 2 3 l 0 2 l 5 44  
慶 尚北心 1 I 3 2 I 6 3 7  
／梃 尚 南直 2 2 4 7 1 4  2 1  l 7 2 

貨泊j:）0 I 1 2 ， 5 l ] 5 39 
'I'・友北道 I 4 5 20 8 28 32 
‘ I'•安南追 4 2 6 l 2 1 3  2 2 7  1 93 
i i  I以迎

咸鐙北迅 I 1 2 2 4 1 3  
咸鐙南道 3 こ

勺
） 6 ， l 1 6  3 1  

合 ，： l 2 l ， 30 82 98  I I  ] 9 ] 979 
i i ：お よ び： l ： リll : < 火 l > と 1 9 91 し c

また、 次のく 衣4 > か ら 分 かる よ う に 、 1937 年 度 に 女 子 中 等 教 育 機 関 （公私Iゲ 女 了• 高 等 粋 辿 学

校お よ び l い 等 レ ベ ルの各 利I. 学 校 ） に 在籟した女 子 牛 徒 は 9,269 入である。 そ のう ち 、 キ リ ス ト教

系の学校 （ 私 立 久 」’• 高 的 杵 迎 学校お よ び各種学校） に 迎 う 女 子 生徒 は 3,226 人 (34.8%） で一 番多

い 。 次 に 多 いの は 、 私 砂芹 校 （ 井 キ リ スト教 系の女j’- ,',：り 吟 将 迎 学 校お よ び各種学校） に 通 う 久 [

11乱である (3,096 人 、 33 .4%）。 公 立 女 子 ，＇，9，’j 筈 普 辿 学 校 に 通 う 女j'.. I|-．． 徒 の割 合 は • 番 低 く 31 .8%

( 32 )  



く 表 4 > 朝 鮮 に お け る 女子 中 等教 育 の 状 況 ( 1 937 年 度 ）

教I,｝lfi数
教 育 機 関 学 校 数 生 徒 数

柑1 ・ リj I I ・ 男 朝 ・ 女 I I ・ 女 外 国 人 /」 ＼ , , | 

公 立 女高 曹· 1 1  2 , 9 4 7 67  7 0  3 4  1 7  1 88 

払 立 キ リ ス ト 教 系 7 1 ,4 6 2  5 4  5 34 ， l l I 1 3  

幻91l ilif そ の 他 3 2 , 7 38  2 1  1 1  20 ， 
i I 

6 1  

キ リ ス ト 教 系 ＊ l 3 1 , 7 64  67  8 34 ， 1 6 1 34 
各種＇芹校

そ の 他 7 358  6 I� 6 1 6  2 7  65  

(｝ , � 1 1 4 1  9 , 269  2 1 5  I 1 0  1 38 7 1  27  5 6 1  

* 1 3 校 の う ち 、 4 校 は 共 学 で 、 4 1 6 人 の 女 j’I I 徒 が {1藉 し た 。

: 1 : し11, : ,:,j 1町約腎I(•I’ 9'『 務I , ,｝ 『朝鮮語学校 屁J l 9J8 介 （ 渡 部 学 · 阿 部 汀糾 、 I iり掲 rf 、 第 6 0 巻 に 所収 ） 。

(2 ,947 人 ） で あ る 。

災 す る に 、 朝 鮮 に お い て キ リ ス ト 教 系 は 、 そ れ ぞ れ の 官 教 地 域 で 女 子 i | J 4;『 教 育 を い ち l } ＜ | ｝ il 始

し 、 そ れ ら の 学 校 は 1‘
―

；心 に 述 べ る よ う に 茨訊 、 畠 楽 、 家 政 、 1本合 な ど、 ミ ッ シ ョ ン ス ク ー ル な ら

で は の 教 え で 名 門 私 宣 女［ 学 校 と し て の 確 固 た る 地 位 を 築 い た 。 キ リ ス ト 教 系 は 植 民 地 期 を 通 し

て 久 ―［ 中 等 教 脊 の 評 及 に 人 き な 役 割 を 果 た し た の だ 。

つ づ い て 、 初 ！昨 総 督 府 の ］ 9 1 9 年 度 の 闊 杏 を 川 い て 、 キ リ ス ト 教 系 に よ り 実 施 さ れ た 久 ［ 教 脊

の 丈 應 を 6 )ぐ プ ロ テ ス タ ン ト 教 派 別 に 見 て み よ う （ ＜ 衣 5 > を 参 1 !191， ) 。 初 等 と 1 | 凸 か の Ill ij 力 に お い

て ア メ リ カ 北 部 長 老 派 教 公 に よ り 開 設 さ れ た 女f 学 校 （ 初 1/· 1 '.等 合 わ せ て 78 校 ） か 番 多 く 、 生

孤 数 も 多 い （ 介 わ せ て 2,734 人 ） 。 次 い で ア メ リ カ 北 部 メ ソ ジ ス ト 屈 督 教 会 の 女 ［ 学 校 （ 介 わ せ

て 55 枚 、 2 , 5 1 1 人 ） と ア メ リ カ 酎 部 メ ソ ジ ス ト 1駕， 瞥 教 会 の 久了 学 校 （ 合 わ せ て ］4 校 、 836 人 ）

の Ill孔 に 並 ぶ 。 し か し 、 朝 鮮 で 女［ 高 等 教 育 を 実 施 し た の は ア メ リ カ 北 部 メ ソ ジ ス ト 監 督 教 会 の 女

刊 ＇『［ 教 師 で あ り 、 ア メ リ カ 南 部 メ ソ ジ ス ト 監 督 教 会 の 女 性 宜 教 帥 も そ れ に 協 力 し た '°。

く 表 5 > 朝鮮 に お け る 6 大 プ ロ テ ス タ ン ト 教派 に よ る 女 子教育実施 の 状況 ( 1 9 1 9 年 度 ）

米 IFI 米 国 米 国 米 国 カ ナ ダ ヽ駁 J,卜| 
教派

北 ＼監督 南監督 北 長 老 iti N: 老 艮 老
合計

艮 老

学校数 54 1 2  7 5  4 5  2 4  3 2 ] 3 
初 等

教師数 l 2 ] 4 2  92  49 36 l 5 3 55  
教 育

生 徒 数 2 , 4  1 6 697  2 , 498  408 678  330  7 , 0 27  

学校数 I 2 3 J 3 I ] ]  
1 1 ! ’'り

教t：由数 1 5  ] 5 ， 2 0  1 8  5 I 7 4  
教 育

’I : 1応 数 95  1 39 236  7 9  20  ， 578  

: 1 ', 典 ，：l l  i，iげ·仔腎）付学 務 1, 9) 『 ＇：リ 1 附 の 統 治 と J長1峠教』 1 92 1 1 1 ' ( 渡 部 学 ・ 11,,J 部 洋 編 、 前 掲 ，り 、 第 1 6 巻 に 所収 ） 。
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2. 朝 鮮 に お け る WFMS-S に よ る 女子教育

(1 ) 全体的 な 状況

前 章で 明 ら か に し た よ う に、 朝 鮮 に おい て キ リ ス ト教 系は 国 家に先 ん じ て 女 f 教 育 を 開 始 し、

特に女 f 中 等教 育 の 普 及に大きく貢 献した。 とりわけ WFMS-S は 、 京 城 府 · 京 畿道 （ 開 城）、 咸

鏡 南 追 （ 元 廿 1 ) 、 ‘[|』]［ 道 （ 春 川 、 鐵原） で女子教育を行い、 そ の 規模 は プ ロ テ ス タ ン ト 教 派に よ

る女千 教 育 の中で相 当 の 比重 を 占めた。

WFMS-S の 年 次報街書 0897- 1937) に は 、 女性宜 教 師 を 派遣 した 1せ 界 各 国 （ ブラジル、 中 国、

コ ン ゴ、 キ ュ ー ハ 、 日 本、 訓鮮、 メ キ シ コ 、 ポ ー ラ ン ド） にお ける教 育 事業などが記述 されてい

る。 こ こ では、 朝 鮮にお け る教 育 事業 の 規模につい て 最 も 允実 に 報告 され ている 1930 年 度 版 を

用 い て WFMS-S の 女 子 教 育 全般につい て 述 べる。 た だ し、 不 十 分な記載 を 補 う ため 、 京 城 の 培

花 女子 高 等 普 通 学 校と培 花 女 子 普 通学校、 鐵 原 の デ イ ス ク ー ルは 1932 年 度 版 を 、 原 城 の デ イ ス

ク ー ）レ は 1929 年 度 版 を 用いる。 全 地 域 の デ イ ス ク ー ルに関し て は、 学校 数 の 記 載 がないため、

生 徒 数 の み 記す。

く 表 6 > か ら 分かるように、 WFMS-S に よ っ て 1898 年から 開 始 された女 子 教 育 は 、 中 等 教 育
ホ ス ド ン

機関 3 校 （培花女子 高 等 普通学校 、 好壽 敦女子高等普通学校、 棲氏女 子 高 等 普 通学校、 すべて 修

業 年 限 4 年） と初 等 教 育機関 4 校 （ 修 業 年 限 6 年 の培花女子普通学校 、 好壽敦女子普通学校、 フ

ラ ン シ ス ・ ヒ ッ チ ・ ス ク ー ル、 修業年 限 4 年 の メ ア リ ー ・ ヘ ル ム ・ ス ク ー ル ］ ＇）へと拡大 された 。

そ れに初 等 教 育 を 行 う デ イ ス ク ー ル （修業 年 限 4 年 で、 多 く は 教 会に付 設 される）が、 京城、 開

城 、 元 山、 春 川、 鐵 原 に そ れ それ 開 設 された。 これら の 教 育 機関で教 えた朝鮮人 教 師は 197 人

（ 中 等 機 関に 56 人、 初 等 機 関に 141 人、 性 別 数は不明）で、 女 子 生 徒数 は 中等教育機関に 845 人 、

初 等 教 育 機関に 4,792 人に逹した。

WFMS-S の 宜 教 地 域である江原 道 は、 比較的に 初 等 教 育 の 普 及 が遅れた地域であった。 WFMS-S

は 、 i:［原 道で女子 中 等教 育 機関は 開 設せず 、 デ イ ス ク ー ル を の み 設置したが、 そ の デ イ ス ク ー ルに

1,548 人の女了生徒が在籍した。 1931 年 度現在、 江原道の公立普通学校 （修業年 限 6 年） に在籍し

た女f 生 徒 は 4,039 人 、 私 立普通学校 （修業年 限 6 年） に在藉 した女子生徒 は 91 人である '2。 この

地域において 初等教育 を 受 ける女子生徒の約 3 割 は WFMS-S の 初等 教 育 機関で学 ん だ のである。

WFMS-S の 初 等教 育 機関 を 卒業した生徒の 一 部 は、 以下に取り上 げる カ ロ ラ イ ナ 学 堂 、 開 城女

学 棠、 槻氏女学校 （すべ て 開 設 当時の 名 称）の中等課程へ進 み 、 卒 業 後 は多 く の 場 合 、 女 教 師と

な っ て 地 方の初 等 教 育 機関に赴任した （ こ の 点につ い て は 、 以下、 論 じ る）。
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く 表 6 > 朝 鮮 に お け る WFM S-S に よ る 女 子 教 育 の 状 況 ( 1 929-1 932 )

中 等教育機関 初 等 教 育機関

地域 修業 教師数 修業 教師数
学校名

年 限 宜教師 朝鮮人
生徒数 学 校 名

年 限 冗教師 叫 鮮 人
＇卜徒数

培 花 女 J
＇
貯 通 学 校 6 4 6 3 

京城 培 化 女子，！；1, 等秤通学校 4 3 30  247 
デ イ ス ク ー ル 4 l ， 285  

好品敦 女 （• 普通学校 6 l l 2 592 

開城 好高敦女 （・ 邸 等 将心学校 4 3 1 4  3 9 ]  M a ry He lm School  4 1 ， 108  

デ イ ス ク ー Jレ 4 I 29  96 5 

槻 氏 女 子 麻 筈 l呼逍学校
Franc i s  H i tch Schoo l  6 l 6 222  

元 1 ll 4 2 1 2  207  
I 

デ イ ス ク ー ル 4 
I 

I 23 609 

春川 デ イ ス ク ー ル 4 I 44 i . 3 1 5  

鍬原 デ イ ス ク ー ル .; I ， 2 3 3 

ム9 9 9互, 1 ． 生徒数 ( 845 ) 生 徒 数 ( 4 , 7 9 2 )

注 ： 培 花 女 ［普 通学 校 の 教 帥 は 培 花 久 （高 筈 普通学校 に 含 む （ 記 載 の 区 分 が な か っ た た め ） 。

出 肌 ： A nnual Reporr of rhe Woman 's M1ssiona1y Counctl of rhe J\1erhodisr Ep,:,cop:1/ Church, Sourh, 1 92 9 - 3 2  

( 2 ) 女 子 中 等教育

上 記 に 叙 述 し た よ う に 、 WFMS-S が 開 い た 女子 中 等学校 は 3 校 で あ る 。 1 937 年 度現在 （ ＜ 表 4 >

参 照 ） 、 公私 立 女 子 高 等 普 通 学 校 は 2 1 校 （ 公 立 1 1 校 、 私 立 1 0 校 ） で 、 そ の う ち 7 校 は キ リ ス ト

教 系 で 、 そ の 3 校 が WFMS-S に よ る 女 子 中 等 学 校 で あ っ た 。 こ の 3 校 の 設 立 年 度 、 設 立 者 （ 女

性 宜 教 師 ） 、 修 業 年 限 の 変 遷 に つ い て 、 以 下 の く 表 7 > に ま と め る 。

く 表 7 > 朝 鮮 に お け る WFMS-S に よ る 女 子 中 等学 校

学 校 名 開設年度 設立者 修 業 年 限

初 等 科 (5 年 ） で開設

力 1コ ラ イ ナ 学 咽 (Ca rol i n a l nsrnure)  ↓ 

l 1 9 0 3 年 に 高等科 (2 年 ） 設溜

j音花 学滑t ( 1 9 1 0 年 ） 1 898 J P Ca m p b e l l  l 

l 1 9 1 2 年 に 8 年 （ 初 等 科 5 年 、 高 等 科 3 年 ）

培花女 子 高 等普通学校 ( 1 9 2 5 年） ↓ 

l 9 l  6 年 に 1 0 年 （ 初 等 科 6 年 、 高等科 4 年 ）

間 城 女 学 索 初等科 ( 4 年 ） で 開 設

↓ 

好 嵩 敦 学 常 ( H ols ton l n srnute 、 I 908 年 ） 1 904 
.A Carro l l  

1 90 9 年 に 高 等 科 ( 3 年 ） 設 閤

! 
E Wagner  

↓ 

好 紺 敦 女 ｛ 麻 等 普通学校 ( 1 9 1 6 年 ） 1 9 1 0 年 に 1 0 年 （初等科 6 年 、 嵩 等科 4 年 ）

初筈科 ( 5 年 ） で 開 設

槻氏 久 学 校 (Lucy C u n rngg 1m School)  ！ 
！ 

A Carro l l  
1 9 1 3 年 に 8 年 （初等科 5 年 、 高等科 3 年）1 9 0 3  

棲氏 久J囁召筈将迎学校 ( 1 9 2 5 年 ）
M Knowles 

1 9 1 8 年 に 1 0 年 （ 初 等 科 6 年 、 高 等 科 4 年 ）

出 典 ． Annual Report o f  t h e  Woman '.s Foreign Missionary Sociery o f  rhe Merhodist £-p,scopal Church, South, 1 8 97 - 1 909 ,  
Annual Repon of rhe Iダoman 's M,ssionM)' Council of rhe Method,sr Episcopal Church, Sou rh, 1 9 1 0 - 1 93 7 よ り 作 成。
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WFMS-S によっ て 朝 狗（：で最 初 に 開 設 さ れた カ ロ ラ イ ナ 索 常 は、 1903 年 に i貨 笠14 (2 ・年 ） を設附 し、

1912 年 に は 高 吟科を 3 年 制 と し 、 1916 年 に は 修 業 年 限 10 年の女 子 学 校 （ 初 等 科 6 年 、 高 等 科 4

年） へ と 発展した。 間 城 女 ‘芥 哨 0904 年 1附 設） ＂ や 棲氏女学校 0903 年 間 設 ） も 1910 年 代 に は 修

業 年 限 ］ 0 年の名 1 "］ 私立＿ 女f 学校 と な っ た。 特 に 、 I翡］城女学詣は、 他 の 2 枚より］． 1［ い 1時期 ( 1916 年 ）

J, • O問 ： til.；•i ‘’； り ＇f ． （ i0甘 ： 1 9 l b  : l 't:fi 
t i .：i i•t 1人 J. 9 | 9 ,h, 、,- · t t � 1, f- . id< 1 ' 1 : l ' ,J, よ り

に、 射謡敦女子 高 等 普 辿

学校 と な［器敦女子普通学

校と に 改糾． さ れ、 牛 徒 数

も最 も 多 い 。 何よ り 1.It 界

I―Il に 1}｝j 設 さ れた WFMS-S

の 女f 学 校 の う ち 、 ・ 番

生徒数 の 多い学校 と し て

その名 店を得た ＇ ヽI
O 

こ こ で 最 初 に 開 設 さ れた カ ロ ラ イ ナ 学 堂を 中 心 に 教 科 に つ い て 見 て みよ う 。 開 設 当 時 (l898

介 ） は、 漢 文、 叫鮮盟i （読 み 曹 き ） 、 鈴術、 咽 害 、 カ テ キ ス ム が諜 さ れたが、 1900 年 に なる と 、

家 中 ・ 手芸が加わり、 1901 年からは家 政 学 系 の 科 目 が、 家 事 ・ 手芸 ・ 裁縫 ・ 料岬 と 糸111 分化 さ れ 、

衛生や英語 も 追加して 課 さ れた。 英語試験に参観した コ リ ア ー 牧 師 (C. T. Collyer) の 話 による と 、

生 徒た ち は マ タ イ の 福 音 書 の 一 部を英陪で暗 唱 したり、 口 頭 試験と し て 朝鮮 語を炎語 に 辿 訳し た

り 、 英語文章を朝鮮語 に 闘 訳したりしたそ う で ＇
5、 相 当 高 い レ ペ ルの英 請 教 育 が実 施 さ れ てい た

と :/f(： 測 さ れ る 。

1903 年 に 地 則も教 え 始め ら れ、 1907 年 頃は体育も新 設 さ れた。 次 の げ 1 月」か ら 、 朝 鮮． 人 女 '|礼 に

こ うした教科• （ こ の 資 料 の 中で は 1本脊と算術） を教 え る こ と に対 し て、 女1•生直 教 Iiiliはどの ような

忍識を持っていたかを知るこ と がで き る。 牡 に、 算 術 は 梢 神 的鍛紬 （ 論 則 的な息考 力 ） を 1—I 指 す

教朴と し て 諜 さ れ て い た こ とがわか る 。

ニ コ ル ス (L. Nichols ) は 手 芸 班の衷 任 者で あ り 、 体 育 をも教 え て いる。 体育は 1中 国で の

よ う に 机l鮒 に お い て も 流行 に な っ ている。 … • • • 従 来 、 朝 鮮 に お ける教 育はII音 記 教 育で. . . . . .

（ 教 行 を受 け ら れる） 女 竹 た ち の 能 力 は 全く 翡If： 視 さ れ て きた。 私 た ち の 学 校 で鈴 術を教 え

ているが、 こ れによ っ て 朝 鮮女刊は、 将 米 に 彼女 ら の 人生 の 中でI・［ しる間 題を論 洲 的 に 考

え 、 分析し、 i(j府火するよ う に なるだ ろ う 'bo 

カ ロ ラ イ ナ 予 咋 の 教 利 諜程 の 学 年 糾 成 に IM] し ては、 詳細が分か ら ない。 ここで、 ほ ぼ 詞 �—• の 教

官 が 行 わ れ て い た と 拙 測 さ れる奸 討 敦 労汎 げ
＇
：j 竹 科 0909 年 成 附、 修 業 年 限 3 年- ) の教 科 課 程 に

つ いて 見てみよう。 ま ず、 仝学年 に 朝鮮諮、 り督り 、 淡 文 、 ）1ゃ 史、 数学、 英語、 衛l| ．．、 家政苧系 （家巾 ・
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裁 縫 ） 、 音 楽、 体 肯 を 渫した。 そ れ に 図 圃と

地 坪を 第 1 · 2 学 年に、 教 育 と 到！ 科 を 約 2 · 3 

学 年に、 保 育 は 給 3 学 年 に の み 、 4庁 別 訊 動を

第 ］ 学11・ に のみ 謀し た。 そ し て 、 朝 、（，(I，[出、 淡

文 、 歴 史 、 地岬、 衛I••I．．． は 叫鮮 人 教 I,il|] が、 船 胄·、

英 語 、 数学、 体 育 、 音 楽、 家 政 ：！？ 系 は 女竹 宜

教 師 か、 図 圃は I I 本 人 女 教 [il|］ が担 当 した ' 'o

培 花 久 (• 1内i 'f;• i界辿·'（
’
： 校 （ l 9'.'.7  : I ' ) 

対f { E 久・ (• 1'，,；i '•9;• ‘.f i•と H P よ り

こ の 教 科 課 程 は 、 191 1 年 に 朝 鮮 総 督 府 が

制 定した女 ・[- 高 等 許 通 学校規則に定められた

教科 諜利に類似して いる 'b。 し かし、修 身 に 代

わっ て 聖 轡を教 えた こ と、 歴 史と地則 が よ り重視 された こと、 英諮教育 と 1
ヽ
｝Iじ範教育が実施 された

こ と （第 2 学年に教育心理、 第 3 学年に教授 法 と 保育 が禅 入 された） な ど、 ミ ソ シ ョ ン ス ク ー ル

として の 独 自 の 特徴も持っていた（女 子 嵩 等 普通学校師範科の場 合 、 教 育 と 保育とい う 教科 が編

成 された）。

こうした WFMS-S の 女 f 教 育に対し て、 女 子 生 徒た ち は い か に 忍識し、 具1本 的 にどの よ う な

影薯を う け 、 そ れがどの よ う な行 動につな がっていたかを明ら かにするのは、 資 料 の 制 約 も ある

ため餅 関で ある。 そ れでも、 生徒た ち の 感 想 や 卒業後 の 巡路を通し て 、 WFMS-S の 久 子 教 育 が朝

鮮人女性た ち に 及 ぼした影響 の 一 端を知ることがで き よ う （生徒た ち に よ る否定 的な評価 に 関 し

て 、 こ こ で用いる資 相から 明 ら か に することは難 しい） 。

1910 年 閃 時、 槻 氏 女 学校 に 在 籍 し てい た ．I：l:: 徒は、 WFMS-S に 送 っ た手紙 の 中 で 、 「もら っ た奨

学 金で私 は 今までどんな勉強をしたか 申 します。 まず、 私 の心を強 く させ、 と て も有 益 だ っ た科

目 は 翌＇ 書、 J也 理 、 英語、 算 術 て＼ 次いで 漢 文 、 日 本語、 衛 生 、 手芸、 朝 鮮 語 の 説 み 書きでした。
… … 私は授 業 があまり に も 楽しいです。 そ れを ど う 表せ ば よ い かわからな い ほ ど喜 んでいます。

これら の 科 目 は私にと っ て 有益 だ と 思 っ て い て、 学校を卒業したら 、 こi_--． イ エス ・ キ リ スト の 僕 と

な り 、 そ の恵 み に 息返ししたいと思って い ま す」 1 9 と 、 科 目 を一つ ひ と つ並べながら（手紙 の I..I1で

科 日 の 内 容につい て 具体的に述 べられたわけ ではないが） 、 学 びの 喜 ひを表 し た。

こ の よ うな 生 徒た ち の 喜 び や 教 育 ・ 学 校に対する評 価 ・ 態 度 は、 女 性 宜 教 師 がア メ リ カ の

本 部 に 報 告 した 内 容か ら も知る こ と がで き る。 例 え ば、 1901 年に朝 鮮 に 派 遣 され、 キ ャ ロ ル

(A. Carrol l ) と ともに 棲 氏 女 学 校 を 開 設 し、 1 905 年 ま で 初 代 校 長 を 歴 任 した ノ ウ ル ズ (M.

Knowles) は、 次の よ う に 述 べた。

私は こ の何 ヵ ）1 |廿］ 、 寮て牛徒た ち と 一 緒に過 ごしながら、 自 分 の 仕事を楽 し んでいる。 彼

女らは学校が始 まった時、 本 ％に何も知 ら なかった。 彼女ら の 母 説や祖母 た ちも決し て
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ん だ こ と の な い も の を 学 ぶ の だ か ら 。 彼 女 ら に と っ て 思 想 を 理解 す る こ と は と て つ も な く

難 し い 。 し か し 、 彼 女 た ち は 従順 で い つ も 熱心 で学 ぽ う と 最 善 を 尽 く し て い る 。 私 は 知 っ

て い る 。 も し 彼 女 た ち が ア メ リ カ の 女 子 学 生 と 同 じ 環 境 の 下 に い れ ば、 彼 女 た ち の 聡 明 さ

は ア メ リ カ の 女 子 学 生 の そ れ と 変 わ ら な い と い う こ と を 尺

女 子 生 徒 た ち が 受 け た 影 親 は 何 か を 直 接 的 に あ ら わ す の は 、 何 よ り 卒 業 後 の 進 路 で あ ろ う 。

WFMS-S に よ る 教育 は 、 多 く の 女 教 師 の 輩 出 へ と 結 ば れ 、 こ れ ら の 女 教 師 た ち は 地 域 の デ イ ス ク ー

ル や 出 身 校 の低学年 の 指 導 に 励 ん だ。 例 え ば、 キ ャ ン ベ ル は カ ロ ラ イ ナ 学 堂 に 修業 年 限 2 年 の 高

等 科 を 設 置 し た 翌 年 ( 1 904 年 ） に 、 「 （ 卒 業 す る と ） 一 人 は 結 婚す る し 、 も う 一 人 は 元 山 へ行 っ て

櫻氏女学校で働 く 。 他 の も う 一 人 は こ の カ ロ ラ イ ナ 学堂 に 残 っ て 教 え る 」 2 ＇ と 報告 し た 。 こ の よ う

に 中 等 教 育 を 開 始 し た 初 期 か ら 生徒 た ち は 卒 業 後 に 女教 師 と な っ た 。 WFMS-S の 女 子 学 校 は 、 特

に 地 方 の 初 等 レ ベ ル の 各 種学校 （ キ リ ス ト 教系 の デ イ ス ク ー ル な ど） で 教 え る 女 教 師 の 供 給 源 と

し て の 役割 を 果 た し た （ こ の 点 は 他 の 教 派 に よ る 女 子学校 に も 同 様 に み ら れ る ） 。 こ の 点 に つ い て

好 壽 敦 学 堂 の ワ ー グ ナ ー (E. Wagner、 1904 年 に 開 設 に か か わ っ て 以 来 、 1926 年 ま で校 長 な ど と

し て 勤 め る ） は 、 次 の よ う に 述 べ た 。

現在 ま で 卒 業 生 は 18 人 で あ る 。 こ の 女性 た ち は 喜 ん で 教 師 と し て 働 い て い る 。 私 た ち は

彼 女 ら が 国 中 に 畝 ら ば っ て ゆ き 、 彼女 ら の 姉妹 で あ る 田 舎 の 女 性 た ち を 向 上 さ せ 、 神 の 国

が そ の 地 に 建 て ら れ る よ う に 頑 張 っ て い る と 信 じ て い る 。 … … 教 師 と し て 、 妻 と し て 、 主

婦 と し て 、 ク リ ス チ ャ ン 女 性 と し て や っ て い る こ と の 報告 を 聞 く と 、 私 た ち は 満 ち 足 り 、

私 た ち の 心 は 感謝 の 気持 ち ゃ 嬉 し さ で い っ ぱ い に な る 匁

3 . 朝鮮 に お け る WFMS-S 女性宣教師

( 1 ) ア メ リ カ に お け る 女 子教育の発展 と 女性宣教師

こ こ で は 、 朝 鮮 に お け る WFMS-S の 女 子 教 育 に か か わ っ た 女 性 宣 教 師 の プ ロ フ ィ ー ル （ 出 生

年 度 、 学歴 な ど） を 調 査 し て 、 朝 鮮 に お け る 女 子 教 育 の 普 及 は 、 ア メ リ カ に お け る 女子教 育 の 発

展 と い か に 関 係 し て い る も の か を 論 じ る 。

ま ず 、 朝 鮮 で WFMS-S に よ る 女 子 教 育 に かか わ っ た 女性 宣 教 師 （ お お よ そ 27 人 ） の う ち 、 プ

ロ フ ィ ー ル の 調 介 か で き た ］ 5 人 を グ ル ー プ化 し 、 以 下 の く 表 8 > に ま と め る 。 こ の グ ル ー プ化

は 、 1 9 llt 紀 後 半 か ら 20 世 紀 初 期 に か け て ア メ リ カ に お け る 女 子 高 等 教 育 の 形成 と 展 開 を 分析 し

た バ ー ハ ラ • M ・ ソ ロ モ ン の 研究 を 基 に し て 行 っ た ”。

第 1 グ ル ー プ は 、 1 870 年 代 か ら 1 880 年 代 に 中 等 教 育 を 受 け た 女 性 宣 教 帥 た ち で あ る 。 ア メ リ
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力において 19 IH:紀前半に フ ィ ー メ イ ル ・ セ ミ ナ リ ー や フ ィ ー メ イ ル ・ ア カ デ ミ ー を中心に女 子

中 等 教 育 が拡大 した。 こ うした中 等 教 育 を 受け た 彼 女 た ち は 、 1880 年代 末 か 、 1890 年 代 初期に

宜 教 師となった。 第2 グ ル ー プは、 大体 1870 年 代 か ら 1880 年 代に生 ま れ、 1890 年 代 から 1900

年 代に急 速に広 がった 女 子 高 等 教 育 を 享 受した人物た ち であ る 。 彼 女 た ち は 1 900 年代から 1910

年 代 初期に かけ直 教 師 と なって 朝 鮮に渡った。 第 3 グ ル ー プの女性 宣教 帥 は 、 おおよそ1890 年

代以降に生 ま れ、 大学教 育 を受け る 女 ＇性が急 増す る 1910 年 代以降に大学を卒業し た の ち 、 1910

年 代 末から 1920 年代に宣 教 師として朝鮮に派遣 さ れた。

27 人のう ち 、 12 人の女性 宜 教 師につ いて は 、 今のとこ ろ 詳細 な プ ロ フ ィ ー ル が 分 か ら ない。

た だ 、 2 人 (M. Knowles · 櫻氏女学校校 長 、 M. Johnstone · 開 城の メ ア リ ー ・ ヘ ル ム ・ ス ク ー ル

校長） は 第2 グ ル ー プに、 他の 10 人 れ は第 3 グ ル ー プに 属する。

J . P .  C a m p b e l l  A .  Carro l l  
M i c rofi l m  E d i t i o n  of , h e  M i s s ion M ic rofi l m  Ed i t ion  of the M ,s s , o n  
B i ograp h ic a l  Reference  fi l es よ り B i ograp h ic a l  Reference fi l e s よ り

く 表 8 >の第 1 グ ル ー プの女性宜教

師 （2 人 、 左 側 の 写 真 ） は 、 3 校の女

子学校 （ カ ロ ラ イ ナ 学 堂 、 開城女学堂、

槻氏女学校） を開設した。 特 に カ ロ ラ

イ ナ 学 堂 の 設 克 者であ る キ ャ ン ベ ル

は 長期 間に校長として勤めた。

第2 グ ル ー プの女性 宜 教 師 (11 人 ）

は 、 第 1 グ ル ー プの女 性 宣 教 師 が は

じ めた 女 子 学 校を 発 展 させた。 棲 氏

女 学 校校長 だったマ イ ヤ ー ズ (M. D .  

Myers) は、 17 歳で ゴ ー ド ン 学 院 (Gordon Institute, Barnesville, Ga、 1907 年に Gordon College へ、

現 Gordon State College) を卒業し た 尺 こ の 学 院に は 初 等 から大学 課程 ま で開 設 さ れてい た よう

で 、 彼女が修 了 し た 課程が何 かは不 明である。 し か し 、 彼女 は ア メ リ カ 南部 メ ソ ジ ス ト 監督教会

の宣 教 師 養 成 学校 (Scarritt Bible and Training School) に入 学する (1906 年 度 ） 以前、 教 師の経

験があ る こ とか ら 、 中等課程以上の学歴を有す る も の と見なし 、 第2 グ ル ー プ に 入 れた。

第 3 グ ル ー プの女性宣 教 師 (2 人 ） は、 1920 年代に朝鮮に派遣 さ れ、 英語、 音楽などを担 当 し

た。 第 1 グ ル ー プ と 第 2 グ ル ー プの女性 宣 教 師た ち は、 WFMS-S の 女 子 学校を設立 し 、 地域の名

門 私 立 女 子 学校 と し て の 確 固たる地位を築 こ うと 活 躍 したとすれば （ 例 え ば校 舎 の 新 築 ・ 増 築 、

高 等 科 設 懺 、 教 科 改 正など） 、 第 3 グ ル ー プの女性 宜 教 師た ち は WFMS-S の女子学校 が朝鮮総督

府の認可を受けるに必要 と された教 師 （資格を持つ） として教育の充実化を図った 。

要す る に、 WFMS-S 女 性 宣 教 師の 一 音IS（第 1 グ ル ー プ） は 、 19 世 紀前半にア メ リ カ で広がっ

た女 子中 等教 育を受けた 人で、 残 り の大多 数 （第2 · 3 グ ル ー プ） は 、 19 世 紀 後 半 に 普 及し は じ

め 、 20 世紀初期に 拡大 さ れ て いっ た 女 子 高 等 教 育を受けたの ち 、 朝鮮で女子 教 育を行った。 第2
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く 表 8 > 朝 鮮 で 女子敦育活動 を 行 っ た WFMS-S の 女性宣教師

グ ル ー プ 名 前 出 ’1年IQ 学 歴 滞介期I:：I iこ な (1• !h

J I' Ca mpbe l l  1 853  , 1 , 等教 育 ( 1 870 年 代 ） 1 897 - 1 920 カ ロ ラ イ ナ学堂校艮

I パ ー ジ ニ ア 州 の ウ エ ス レ ヤ ソ 女学 院 棲氏 女学校 ・ 開 城 女
A Carro l l  l870 

（ 中 布学校） 卒業 ( I 880 年代）
1 899- ?  

学常校艮

ジ ョ ー ジ ア ・州 の ゴ ー ド ソ 学 院 卒 業
棲氏 女学校校」文M D Mye rs 1 874 

( I  89 I )  
1 906 - 1 934 

l i Bu l C  1 876  ミ ズ ー リ 州 の 師範学校 卒 業 ( 1 89 7 )
槻 氏 女 守 校 ・ 培 花 学

I 9 0 9 - 1 94 0  
堂 校 長

バ ー ジ ニ ア 州 の ワ シ ソ ト ソ 人 学 卒 業
J Houn she l l  1 876 

( 1 896)  
1 902 - 1 940 棲氏 久学校校艮

テ ネ シ ー '),11 の ラ ン パ ス 大 学 卒 業 幼 利1. l{t| • 初筈学校貨
C i、、』 1WI  I1 1 880 

( 1 900 年代）
1 905 - 1 934 

fr．者

ジ ョ ー シ ア 州 の ア ン ド リ ュ ー ）く 学 卒
し N ,cho l s 1 88 1  

業 ( 1 90 1 )
1 906 - 1 93 7  灯＇淋牧学咲校長

パ ー ジ ニ ア 川 の マ リ オ ン 大 学 卒 業 間 城 女 学 堂 ・ 槻氏 女
2 E Wagne r  1 88 1 

( 1 899 )  
1 904- 1 940 

学校校長

ノ ー ス ・ カ ロ ラ イ ナ 州 の 外1 立師範 ・

培花学詣教IiiliI H a n k i n s  1 882 
産 業 ）ぐ学卒業 ( I 903)  

1 9 1 1 - l 940 

ケ ン タ ノ キ ー 、州 の マ ー ヴ ィ ン 大 学
棲氏女学校教師C U Jack son  1 883 

卒業 ( 1 909 )
1 9 1 1 ← 1 940 

ミ ズ ー リ 、州 の ミ ズ ー リ バ レ ー 大 学 卒 焙花 ‘'芹‘st • 槻 氏女学
B A Smnh  1 885  

業 ( 1 908)
1 9 10~  1 940 

校校」長

ジ ョ ー ジ ア 州 の ウ エ ス レ ヤ ン 大 学 卒
聖拇学校校長K. E Coope r 1 886 

業 ( l 903 ) 
1 908- 1 940 

ジ ョ ー ジ ア J•I•1 の 人 学 短 期 課 程 修 1'
槻氏 女学校校長BO 0 1,vcr 1 888 

( 1 907)  
1 9 1 2 - 1 940 

ジ ョ ー ジ ア 州 の ア ン ド リ ュ ー 大 学 卒
好詠敦久，介i 附教帥C H oward  l 895  

業 ( 1 9 1 6 )
1 92 3 - 1 94 1 

3 
オ ク ラ ホ マ 、州 の ギ ャ ロ ウ ェ イ 人学 卒

N Dyer ？ 1 927 � 1 939  ク（嘉救女，村， i坪教訓i
染 ( I 9 2 5 )  

i i: l 学 ）！在 は '1 , f教I'｛II j に な る 以 前 の 最終学）栢 を 小 す 。 少 な く な い 久1’l.,i'.f教帥 た ち は ＇，：．［教帥 に な っ て か ら も ｛也 の 専攻 を I I 指

し て 、 1 り 度 、 人 学 に 人 っ た り 、 人'’{： |りし に 進 ん だ り し た 。 教育機関 名 が 分 か ら な い 場 合 は 省略 し 、 そ の 現 (1.• 名 も 省

略，， ま た 、 ほ と ん と の 女性臼教帥 は 派辿 さ れ る 前 に 胄教帥捉成'r校 を (1釜 r し た が 、 そ 0) ，記 載 は 省略。

; 1• 2 i な ( I ’ lt と し て は 、 1；文 久 た ち か勤務 し た 学 校 名 （殴初 に 赴仔 し た 吋 時 の 名 称） と 1戦1’,91. （校長 か教帥 か ） を ホ し 、

勤 務 期 間 は 省略 す る 。

出 典 ： M ic ,・ofi lrn Ed i t i o n  of th e M i ss i o n  13 io :sra ph i c a l  Refe rence fi les , l SSOs - 1 96 9 ,  Arch i ve s  & H is tory ,  rhe U n  i red 

M e thod i s t  Ch u rc h ; 畑} | liI J,［督教史研究1,!j· HP ( h llp ://www . 1 907revi v a 1 . c orn/news/an i c l eV iew . h tm l ? i d xno=333 6 ) 。

グ ル ー プ の 中 に は 、 教 師 の 経験 を 禎 ん だ の ち に 宜 教 師 と な っ た 人 も 何 人 か い る （ 例 え ば、 K E.

Cooper, C .  Howard ) 。

1 9  IJt 紀 木 か ら 20 | It 紀 初 期 に か け 高 等 教 育 を 受 け た ア メ リ カ 女 性 た ち の 多 く は 、 教 I
‘
:iIi や 直 教 I]I Ii

と な っ た 。 そ れ は 、 ヽ111 時 、 人 学 ，＇片 の 女闘 た ち の 職 業 が 限 ら れ て い た か ら て あ り 、 19 川 紀 半 ば か

ら ア メ リ カ 久平I ．に よ る 洵外仏 迅 辿 動 が盛 り 卜 が る な か 、 と り わ け 高 学 肘 の 女性 た ち が宜 教 帥 を 忠
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乎 し た か ら で も あ っ た 。 つ ま り 、 ア メ リ カ に お け る 女 1’• 中 等 教 育 や 久 ［ ｛，沿 令 教 官 の 発 展 は 、 朝 州

を は じ め 1It 界 に お け る 女 子 教 育 の 片 及 へ と つ な が っ た が、 そ の よ う な 粘 丈 を も た ら し た の は 、 ］ 9

凰 紀 の ア メ リ カ で 餃 透 し た 女 「 教 育 虚 で あ り 、 そ れ に よ っ て 1発 成 さ れ た ア メ リ カ 女Iゾ［ た ち の 活 躍

で あ る 。

( 2 ) 女子教育論

こ こ で は 、 WFMS-S 女 性 宜 教 f:1|j た ち の 女 ［教 育 に 関 す る 考.

え に つ い て 論 じ る 。 ま す 、 1 898 年 に 没 城 で カ ロ ラ イ ナ 学 哨： を

開 設 し た キ ャ ン ベ ル は 、 「私 た ち は 女」＇生徒 た ち が ク リ ス チ ャ

ン ホ ー ム を 竹 る か 、 働 く こ と を 沼 ん で い る 」 26 と ；＿i う 。 ま た 、

1 904 年 に IJ/J 城 女 学 哨： を 開 設 し た ワ ー グ ナ ー は 、 「 私 た ち の 教

育 11 的 は 、 女 了- I|：徒 た ち が 人 生 の ミ ッ シ ョ ン を 廿 し く 遂 行 で

き る よ う に 準 fih さ せ る こ と で あ る 。 す な わ ち 、 人 た ち を 教 え 、

進 む べ き 道 を 知 ら な い 人 た ち に 真 J刑 を あ ら わ す は か に 、 イ
i

能

な ホ ー ム メ ー カ ー に な る よ う に 教 え る こ と で あ る 。 従 っ て 、

Iー→「紘 た ち は 本 て 勉 強 す る だ け で は な く 、 自 分 の 服 を 作 っ た り

修紐 し た り し 、 利 翡1 を し 、 部）室 を 整 狸 整 粕 す る の も 曹 う 戸 と

E. W a g n e r  
、\,J iuofi l m Ed i r i o n  o f  r h e .\ 1 , s s 1 0 11 
B iogra p h i c a l  Reference fi l e s よ り

っ た 。

こ の よ う に 、 女性立 教 I
9

: i | i た ち は 家 庭 や 地 域村 会 に お い て 新 し い 役闊 （ ホ ー ム メ ー カ ー や 教 帥 ）

を 果 た す 朝 f仰 女性 を 育 て よ う と し た 。 こ れ ら の 朝 鮮女性 た ち を 地 域 で 活躍 す る 女 竹 指 導 者 と し て

捉 え 、 そ の よ う な 女付 の 登 成 に 女［ 教 育 の 目 的 を 僻 い た の た。 例 え ば、 1 9 1 1 年 か ら 槻 氏 女 学校

に 校 長 と し て 勁 め た プ イ (H.  Buie) は 、 「 明 鮮 で 長 く 什事 を す る に つ れ て 私 が気 づ く こ と は こ の

こ と だ。 私 た ち 宜 教 帥 が持 つ 特権 の でつ は 、 朝 (,!.:［ 人 の I_•I:！ か ら 今後 の 私 た ち の 噴業 を 行 う 指 導 者 た

ち を 壺 成 す る こ と に 力 を 貸 し て い る と い う 、点 で あ る 」 28 と 。

尖 際 に 、 皐城 、 聞 城 、 元 山 そ れ そ れ に 建 て ら れ た 女 子 中 等学校 を 卒 業 し た 朝鮮 女性 た ち は 、 教

l
2

:il) と な っ て 地 方 の テ イ ス ク ー ル な ど に 派 遣 さ れ た 。 こ の こ と に つ い て 、 1 927 外 に 朝 f(I:［ へ 渡 り 、

如齋敦女 子 閤 等 粋 辿 学校 に 英 語教 I,｝llj と し て 勤 め た ダ イ ア ー (N. Dyer) は 、 次 の よ う に 話 す 。

私 た ち は 好壽 敦 女 子 高 等 粋 通 ‘朋 校 を 什JI る 序 業 牛 の ・ 人 を ［日 舎 の 学 校 へ 派 遣 し た 。 そ の 時 、

私 は 彼 女 に 詰 し た 。 あ な た は た だ テ イ ス ク ー ル で教 え る の で は な い と 。 あ な た は ク リ ス チ ャ

ン を 指樽 す る の だ と 。 • • , ． , • 多 く の 女j' 需敦序 業 生 た ち は 1 1l 含 に 人 っ て い っ て 、 こ の 女性 と 1nj

椋 の 仕事 を や り 遂 げて い る 。 … … 私 は こ の よ う な イ［ 能 で 索 帖 ら し い 奉什省 と し て 女『バ祉

た ち を 育 て る こ の 仕事 を 分担 し て い る こ と に 人 き な 牡 枠 を 感 じ て い る がJ

o

( 4 1 ) 



以Kの よ う な女 性 官 教 師の女 子 教 育 に 関する考 え は、 19 世 紀 前 半、 ア メ リ カ で広 が っ た 女 子

中 等 教育の思想 を 継 承した も のとしてみる こ とができる。 ア メ リ カ で女子中等教育 を 開 始し 、 そ

の思 想 を 中1会に 浸 透 させた女性のー ー 人として ビ ー チ ャ ー (C . E. Beecher) を 挙げることができる。

彼女 は 、 女I’／卜 は 中 等教 育 を 受 ける こ とで、 夫の伴侶 ・ 子 ど も の教 育 者 ・ 家 庭を切 り 盛りする主婦

と して、 真 にその役割 を 呆たす こ と ができる と し、 また、 女 教 師 （社会 にお ける母性 的な女性の

役 割 ） として社 会 に 奉什できるとみた ・10。 WFMS-S 女性宵 教 師た ち は 、 こ の よ う な女子教育論 に よ

り広がっ た 女 子 中 等 教 育 は も と よ り 、 19 llt 紀 末 から 普 及した女 子 高 等 教 育の恩 恵 を 享 受した 当

事者と して、 朝鮮で女 子 教 育 を 実 施 したのである。 女 子 高 等 教 育 機 関 こそは 閉 設しなか っ たが、

1910 年 に 朝鮮で ア メ リ カ 北 部 メ ソ ジ ス ト 監 督 教会の女 性 宜 教 師 が 女子 高 等 教 育 （ 梨 花 学 棠 大 学

部、 の ち に 梨花女子大学）を実施すると、 それ に 協力 した（女性宣 教 師 一 人を教授として派遣す

るなど）。 そ して卒業生の一 部を梨 花 女 子 大 学へ進学 させた り 、 WFMS-S が広 島 に 開 設した広 島

女学校保舟帥範科 に 留 学 させたりして 3 1 、 女性 リ ー ダ ー を 養成しよ う としたのである。

お わ り に

本研究で は 、 朝鮮で ア メ リ カ 南 部 メ ソ ジス ト 監 督 教 会の女性宣教 師た ち が行 っ た女 子 教 育の実

祖 を 明ら か に した。 とり わ け 開 城 にお いてた だ 一 つ 存在した女 子 中 等 学 校を 開 設 し、 初 等 教 育の

普 及 が遅れた江原道で初等教育 を 実施したことは特記 に 値 する。

WFMS-S 女性 宜 教 師の大多 数は 19 世 紀 末期 に 普 及 しは じ めた女 子 高 等 教 育を 受 けた も のとし

て、 自 身 が受 けた女 子 教育の恩恵を朝鮮 女性た ち に も も たらそうとした。 彼女た ち を通して、 19

| Il紀 に ア メ リ カ で台頭した女子教育論が朝鮮 に も 伝播 さ れ、 それ に よ っ て多くの朝 鮮 女性た ち は

ホ ー ム メ ー カ ー や女 教 師として養成 された。 こ う した朝鮮：女性 は 地 方 に 送り 出 されてゆき、 そ こ

で 自 分が学 ん だ も の を 広 める活躍 を し た 。

こ う した WFMS-S 女 性 宜 教 師 に よる女 了 教 育 活動の功 績 は 、 高 く 評価すべきで あ ろ う 。 今後 、

彼 女 た ち を 生 み ！且 した 19 世紀の ア メ リ カ における女 子 教 育 思 想 に つい て 、 その思想 が ア メ リ カ

女1,-I 泊j外伝道運動を通して朝鮮を は じ め 1廿 界 に 普及する過 程 に ついて、 検証 を 深 め ねばならない。
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